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１０
月

２２
日

（■
）
、

清
水
沢
市
民
研
修

セ
ン

タ
ー
で

「
３
　
１
１
大

震
災
を
知
る
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
で
は
東
日
本

大
震
災
現
地
か
ら
届

い

た
映
像
が

ス
ク
リ
ー

ン

に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
テ
レ
ビ
放

映
以
上
に
生

々
し
い
現

場
の
実
態

で
し
た
．

第
二
部
は
被
災
地

の

石
巻
市
よ
り
５
月
夕
張

に
移
住
さ
れ
た
高
橋
章

郎
さ
ん
が
被
災

の
体
験

を
語
り
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は

「
普
段

地
震
に

つ
い
て
は
慣
れ

て
い
た
け
れ
ど
、
津
波

が
勤
務
し
て
い
る
事
務

所

の
２

ｍ
３
０

側
ま
で

浸
水
す
る
と
は
思

っ
て

い
な
か

っ
た
。
近
く

の

自
動
車
教
習
所
の
大
型

バ
ス
や
自
分

の
愛
車
な

ど
あ
ら
ゆ
る
車
両
が
流

さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
」
さ

ら
に

「
原
発
事
故
で
安

全
な
所
を
と
考
え
た
結

果
、
夕
張
市
を
選
択
し

ま
し
た
」
と
六
点

の
理

由
あ
げ

て
説
明
し
ま
し
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…夕張から参 加 しました¨ 熊谷泰 昌 (夕 張高校教員 )

『なくせ原発 110・ 30大集会 in福 島』に、全国47都道府
県から、1万人を超える参加者が集まりました。

夕張からは「被災地に友人がいるから、どうしても参力Πじ

たいJという高3のK君のビ面親に、放射能のこと1)含めて了
承をいただき、二人で出発。

この日、福島大波地区で約 3時間の除染活動ボランテア

(おもに枯れ葉を拾い集める作業)に参加 し、集会場を見

て、その人数の多さに圧倒されました。

秋 日から参加した「なまはげJが 、ステージから大包 rを

持つて叫ぶ「放射能を巻き散らかしたバガ者は、だれだ～」
の声に、会場からは怒涛のような「東京電力だ～Jの声が上

がり、腹の底から怒りがわきあがります。

馬場波江町長は、「東京電力の Lから日線の賠償責任
のやり方に、強い憤りを感じているJと怒りをぶつけました.

日本共産党の志位和夫委員長が「この事故は国と東京

電力の責任による人災だ !Jの声に、「そうだ～Jと幼子も答

えていました。

夕張市民がみんな集まつたような1万 人集会での、現地

からの報告と巨大な熱気―全国各地でこの「原発なくせ !J

の運動を広げることの大切さが、胸に大きく迫つてきました。

私も「原発をなくさなければ日本の未来はない。子どもや

孫たちの未来のために運動を大きく広げなければ !Jと 噛

みしめながら帰路 につきました。

(写真は北海道からの多加者ら〉
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た

。
・
夕
張
は
地
盤
が
強
い

の
で
地
震
に
強
い
。

・
自
然
が
豊
富
で
あ
り

自
然
と
共
生
で
き

自
給
自
足
が
可
能
．

・
原
子
力
に
代
わ
れ
る

石
炭
や
メ
タ
ン
ガ
ス

エ
ネ

ル
ギ
ー
が
あ
る
。

・
歴
史
的
文
化
的
価
値

の
高
い
施
設

「
石
炭

博
物
館
」
や
三
弦
橋

が
あ
り
、
″
学

べ
る

ま
ち
夕
張

″
の
実
現

が
期
待
で
き
る
。

的
な
ア
ビ
ー

ル
に
な

リ

モ
デ

ル
ケ
ー

ス
に

な
る
。

以
上
を
概
括

し
た
後
、

「自
分
は
生
か
さ
れ
て

い
る
。　
一
日

一
日
を

充
実
し
て
い
け
れ
ば

の

気
持
ち
で
す
」
と
む
す

び
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に

「
災
害

時
必
要
グ

ツ
ズ
」
資
料

一
覧
表
と
見
本
が
展
示

市
民
活
動
が
盛
ん
で

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

住
民
の
協
力
が
あ
る
。
よ
る
と
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

タ
張
の
再
建
が
全
国

オ
ー
タ
ー

・
野
菜
ジ

ュ

―

ス
な
ど
飲
料
に
関
す

る
も

の
、
乾
パ

ン

・
缶

詰

・
乾
麺
な
ど
食
品
に

関
す
る
も
の
、　
ロ
ー
ン

ク

・
マ
ツ
チ
　
ホ

ッ
カ

イ

ロ
　
防
寒
着
な
ど
生

活
に
関
す
る
も

の
、
そ

の
他
懐
中
電
灯
　
乾
電

池

・
ラ
ジ
オ
な
ど
電
気

に
関
す
る
も
の
な
ど
を

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る

よ
う

に
リ

ュ
ツ
ク
な
ど

に
入
れ

て
お
く

こ
と
が

よ
い
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
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・
‥
市

民
ネ
ッ
ト
で
・
‥

「夕
張
メ

ロ
ン
と
夕
張

川

の
水
を
守
る
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、

１０
月

２０
日
、
『
市
長
と

話
そ
う
会
』
を
開
き
ま

し
た
。
は
じ
め
に
副
会
長

の

福
本
昭
男
さ
ん
が
、
映

像

を

用

い
て
約

３０
分

間
、
夕
張
の
貴
重
な
自

然
環
境
と
動
植
物

の
説

明
を
し
ま
し
た
。

市
長
は
東
京
か
ら
タ

張
に
来
て
、
「
都
会
に
は

な

い
自
然
環
境
と
人
情

味

の
熱

さ

に
感

激

し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

１
時
間
以

上
に
お
よ
ぶ
懇
談
で
、

市
長
は

「
こ
れ
を
契
機

に
、
何
度
か
こ
の
よ
う

な
話
し
合

い
を
続
け
て

い
き
た

い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ま
だ
夕
張
岳

に

今

っ
た

こ
と

が

な

い
」
と
聞

い
た
会
員
が

「
来
春
、

ユ
ウ
パ
リ

コ

ザ
ク
ラ
が
美
し
く
花
開

く
時
期
に
、
ぜ

ひ

一
緒

に

今

山

を

し
ま

し

よ

う
」
と
提
案
し
た
と
こ

ろ

「
今
年
は
妻
が
登

っ

た
。
来
年
は
ぜ
ひ
、
私

も
登

っ
て
み
た

い
」
。

更
に
会
員
か
ら
、
「
タ

張

の
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た

マ
チ
ジ
ク
リ
を

と
も
に
考
え
て
い
き
ま

し
よ
う
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
市
長
は
、
コ
ヽ

れ
か
ら
も
多
く

の
市
民

の
企
画
す
る

「市
長
と

話
そ
う
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

鈴
木
直
道
市
長
は
用

意
し
た
パ
ネ

ル
を
使

い

公
約
に
か
か
げ
た
五

つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

ま
し
た
。

年
金
者
組
合
書
記
長

二
浦
守
さ
ん
が

「
高
齢

者

の
住
む
地
域

で
道
路

の
傷

み
や
除
雪

の
事
が

日
常
生
活
に
支
障
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
財
政

再
建

の
中
で
も
必
要
な

手
立

て
が
ほ
し
い
。
」
と

実
情
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ

に

対

し
市

長

は

「住
民
の
生
活
環
境
は

優

先

し

て
対

応

し

た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。
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「籠
そ
う
会
」実
施

１。
月

２６
日
、
年
金
者

組
合
夕
張
支
部
で
も
市

年
金
者
組
合
で
も

の
声
を
問
い
て
考
え
て

い
き
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

２
持
間
近
く
の
懇

談
と
な
り
、
会
員

ら
は

「
実
り

の
多

い
懇
談
会
に
な
り

よ
か

っ
た
」
と
満

足
げ
な
表
情

で
話

し
て
い
ま
し
た
。

た,ぷιに 姜気を

やしない事した
'=夕 張年金者組合 =

年金者組合夕張支部は、 10月

17日 ～ 19日 (2泊 3日 )で旅行会を

実施 しま した。今年はカルルス温

泉で 21名 が参加 し _― した。
参加者の皆 さんは、 3日 間パ

ークゴルフや景勝探索、夜は大

宴会や ビンゴゲーム大会などで

たつぶ りと楽 しく交流を深め、
「これからも元気に一 Jと 、笑
顔で語 り合っていました。

国
会
「か
け
あ
る
記

」

日
本
共
産
党

参
議
院
議
員

智

子

「
国
民
の
た
た
か
い
と
連
帯
し
て
」

第
百
七
十
九
回
国
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

１２
月
９
日
ま
で
の

５‐
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
度
の
国
会
は
、
震
災
か
ら
の

復
興
、
そ
の
財
源
を
め
ぐ
る
問
題
も
最
重
要
課
題
で
す
が
、
そ
の

他
、

「
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
首
脳
会
談
に
向
け
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

や
普
天
間
基
地
問
題
、
ま
た
、
に
わ
か
に
憲
法
審
査
会
を
始
動
さ

せ
よ
う
と
い
う
動
き
、
選
挙
制
度
問
題
を
め
ぐ

っ
て

「
一
票
の
格

差
是
正
」
を
入
り
□
に
比
例
定
数
の
削
減
の
策
動
な
ど
、　
三
「
に

緊
迫
を
増
し
て
い
ま
す
。

国
会
開
会
日
は
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
全
日
本
民
医
連
、
日

本
医
労
連
な
ど
の
実
行
委
員
会
が

「
命
を
守
る
国
民
集
会
」
を
開

催
。
国
会
内
で
は
、
「
憲
法
審
査
会
を
始
動
さ
せ
る
な
―
憲
法
を
震

災
復
興
に
生
か
せ
」
緊
急
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
翌
日

２‐
日
は

国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
な
ど
の
集
会
と
デ
モ
が
国
会
周
辺
を
囲

み
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
上
に
む
け
た
各
地
の
集
会
も
、

次
々
と
人
の
手
が
上
が
る
よ
う
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

私
も
日
本
共
産
党
の
三
次
提
言
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ア
ピ
ー
ル
を
持

っ

て
、
Ｊ
Ａ
全
中
、
金
森
連
、
全
国
農
業
会
議
、
農
民
連
、
食
健
連

へ
と
回
り
、
懇
談
し
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
民
主
党
野
田
政
権

へ
の

危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
つ
つ
、
強
い
怒
り
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
こ
の
ま

ま
な
し
崩
し
的
に
通
さ
せ
て
た
ま
る
か
と
い
う
意
志
が
現
れ
て
い

ま
し
た
。
さ

っ
そ
く
週
明
け
か
ら
農
林
水
産
委
員
会
な
ど
委
員
会

審
議
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
国
民
の
た
た
か
い
と
連
帯
し
て
、
エ
ン

ジ

ン
全
開
―
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